
2 0 0 6

No.19

4
主
な
内
容

��������	
��

�����
���

���������									�


��������	
��
���������

��������	
��
���������

���������������������	
�

��������	
��


�����
���

��������	
� ��������	
��
�����������

��������	
��
������



広報　常陸大宮　　　　平成１８年４月号２

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、

１８

２
０
９
億
４
千
万
円
で
、
常
陸
大
宮
済
生
会

病
院
建
設
事
業
関
係
予
算
の
減
に
よ
り
前
年

度
の
予
算
総
額
に
比
べ　

・
４
％
の
減
と
な

１８

り
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
会
計
の
ほ
か
に　
１１

の
特
別
会
計
と
上
水
道
事
業
の
企
業
会
計
を

設
置
し
て
お
り
、特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
、

１
５
７
億
７
、３
８
８
万
５
千
円
、
上
水
道

事
業
は
、
収
益
的
支
出
と
資
本
的
支
出
の
合

計
額
で　

億
４
、６
４
７
万
７
千
円
と
な
り

１１

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
全
会
計
を
合
わ
せ
た
常

陸
大
宮
市
の
総
予
算
規
模
と
し
て
は
、
３
７

８
億
６
、０
３
６
万
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
の
財
政
状
況
は
、
国
で
進
め
る
三
位
一

体
の
改
革
に
伴
い
、
歳
入
に
お
い
て
国
庫
支

出
金
等
の
大
幅
な
減
収
が
見
込
ま
れ
る
と
と

も
に
、
市
税
収
入
も
大
き
な
伸
び
が
期
待
で

き
な
い
こ
と
か
ら
、
歳
入
の
確
保
は
さ
ら
に

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
歳
出
で

は
、
公
債
費
や
扶
助
費
等
の
増
大
、
介
護
保

険
事
業
等
の
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
額

な
ど
に
よ
り
、
極
め
て
厳
し
い
予
算
編
成
と

な
り
ま
し
た
が
、
事
務
事
業
の
厳
選
と
経
常

経
費
の
徹
底
し
た
見
直
し
を
行
い
、山
積
す

る
行
政
課
題
、多
様
化
す
る
市
民
の
皆
さ
ん

の
要
望
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、国
、県
補
助

金
や
合
併
特
例
債
等
の
活
用
に
よ
り
諸
施
策

実
現
の
た
め
の
財
源
を
確
保
し
予
算
編
成
を

行
い
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
の
主
な
事
業
に
つ
い
て
は
、

１８

新
市
建
設
計
画
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た

め
、
次
の
６
項
目
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針

�
す
こ
や
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

�
豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

�
人
に
優
し
く
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

�
活
力
に
あ
ふ
れ

安
定
し
て
働
け
る
ま
ち
づ
く
り

�
個
性
と
文
化
を
育
む

ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り

�
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

に
沿
っ
て
、

各
種
事
業
の

優
先
度
、
緊

急
度
を
考
慮

し
な
が
ら
事

業
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
、
か
つ
安
心
し

て
生
活
し
て
い
く
た
め
各
種
健
康
づ
く
り
の

施
策
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
県
北
西
部
地

域
の
中
核
と
な
る
常
陸
大
宮
済
生
会
病
院
の

運
営
を
支
援
し
、
地
域
医
療
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
、
子
供
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
よ

う
な
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
保
健
・
医
療
・
福

祉
が
連
携
し
て
住
民
主
体
の
地
域
福
祉
施
策
、

子
育
て
支
援
施
策
の
充
実
強
化
を
図
り
ま
す
。

 

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

一
般
会
計
は
前
年
度
比

一
般
会
計
は
前
年
度
比　

・
４
％
減

・
４
％
減

1818

　

３
月
に
開
か
れ
た
常
陸
大
宮
市
議
会

定
例
会
で
今
年
度
の
予
算
案
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
一
般
会
計
を
中

心
に
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

す
こ
や
か
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

す
こ
や
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

〔
福
祉
・
保
健
・
医
療
〕

主
な
施
策
・
事
業
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平
成　

年
度
常
陸
大
宮
市
予
算

18豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た
安
心
・
快
適
な

活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た

豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た
安
心
・
快
適
な

安
心
・
快
適
な

活
力
の
あ
る

活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て



広報　常陸大宮　　　　平成１８年４月号３

　

住
民
生
活
の
向
上
を
図
る
た
め
昨
年
度
策

定
し
た
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
市
内
循
環
交

通
シ
ス
テ
ム
を
構
築
・
運
行
す
る
と
と
も
に

路
線
バ
ス
の
運
行
を
支
援
し
、
公
共
交
通
機

関
の
確
保
・
拡
充
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
最
も
身
近
な
生
活
道
路
に
つ

い
て
は
、
安
全
で
快
適
な
生
活
を
確
保
す
る

た
め
市
道
の
整
備
を
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

生
活
環
境
の
改
善
と
公
共
用
水
域
の
水
質

保
全
の
た
め
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
て
公
共

下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
事
業
の
推
進
や
合

併
処
理
浄
化
槽
の
整
備
、
普
及
に
努
め
る
と

と
も
に
、
行
政
・
事
業
者
・
住
民
が
一
体
と

な
っ
た
環
境
対
策
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本

と
な
る
「
環
境
基
本
計
画
」
の
策
定
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
ゴ
ミ
の

減
量
化
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
を
推
進
し
、

環
境
保
全
、
廃
棄
物
処
理
対
策
に
努
め
ま
す
。

　

消
防
・
防
災
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
策
定
し
た
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き

市
内
全
域
の
防
災
体
制
の
整
備
を
計
画
的
に

推
進
し
ま
す
。
機
動
的
で
効
果
的
な
消
防
体

制
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
常
備
消
防
の
強
化

や
施
設
・
設
備
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、

お
お
み
や
消
防
広
場
の
拡
張
整
備
を
行
い
、

非
常
備
消
防
団
員
の
訓
練
実
施
に
よ
り
、
能

力
向
上
を
図
り
、
消
防
団
組
織
、
防
災
体
制

の
強
化
を
図
り
ま
す
。

 

　

生
産
性
の
高
い
優
良
な
農
地
の
保
全
を
図

る
た
め
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
を
策
定
し

ま
す
。
ま
た
、
農
地
流
動
化
に
よ
る
農
家
規

模
の
拡
大
を
推
進
す
る
と
と
も
に
新
規
就
農

者
等
へ
の
支
援
や
相
談
な
ど
を
通
し
て
、
安

定
的
な
農
業
経
営
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
生
産
基
盤
及
び
生
活
環
境
の

整
備
を
図
る
た
め
、
県
単
土
地
改
良
事
業
や

基
盤
整
備
促
進
事
業
を
導
入
し
、
農
道
及
び

農
業
集
落
排
水
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　

森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能
を
維
持
、
増
進

す
る
た
め
、
林
道
及
び
作
業
道
の
計
画
的
開

設
や
、
林
業
を
産
業
と
し
て
再
生
を
図
る
た

め
に
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
な
ど

の
補
助
制
度
や
林
業
作
業
シ
ス
テ
ム
整
備
事

業
、
地
域
産
業
の
育
成
を
図
る
た
め
引
き
続

き
木
造
住
宅
建
設
助
成
金
交
付
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

　

商
工
業
の
発
展
と
地
域
振
興
を
図
る
た

め
、
商
工
会
へ
の
助
成
、
中
小
企
業
育
成
の

た
め
に
自
治
金
融
利
子
補
給
等
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
新
た
に
企
業
誘
致
推
進
室
を
設

置
し
、
宮
の
郷
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致
を

推
進
し
ま
す
。

 

豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

〔
都
市
基
盤
整
備
〕

主
な
施
策
・
事
業
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人
に
優
し
く

安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

人
に
優
し
く
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

〔
生
活
環
境
・
消
防
・
防
災
〕

主
な
施
策
・
事
業
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活
力
に
あ
ふ
れ

安
定
し
て
働
け
る
ま
ち
づ
く
り

活
力
に
あ
ふ
れ
安
定
し
て
働
け
る
ま
ち
づ
く
り

〔
産
業
の
振
興
〕

主
な
施
策
・
事
業
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広報　常陸大宮　　　　平成１８年４月号４

　

Ｔ
Ｔ
非
常
勤
講
師
や
、
学
校
教
育
指
導
員

等
を
配
置
し
学
校
教
育
の
充
実
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
新
た
に
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
小
中
学
校
の
不
登
校
児
童
生
徒
や

家
庭
、
学
校
に
対
し
適
切
な
援
助
、
指
導
を

行
い
ま
す
。

　

市
内
小
学
生
と
秋
田
県
大
館
市
小
学
生
と

の
友
好
交
流
事
業
を
実
施
し
、
文
化
遺
産
見

学
等
を
通
じ
て
郷
土
の
歴
史
を
学
び
、
友
情

を
深
め
、
視
野
を
広
げ
ま
す
。

　

御
前
山
統
合
小
学
校
整
備
事
業
、
山
方
中

学
校
体
育
館
周
辺
整
備
事
業
、
小
学
校
図
書

室
等
の
空
調
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
を
実
施

し
、
教
育
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
を
推
進
す
る
た
め
青

少
年
育
成
常
陸
大
宮
市
民
会
議
、
市
子
ど
も

会
育
成
連
絡
協
議
会
及
び
常
陸
大
宮
ふ
れ
あ

い
の
船
実
行
委
員
会
等
へ
の
積
極
的
な
支
援

を
行
う
と
と
も
に
、
高
校
生
会
へ
の
助
言
指

導
を
行
い
ま
す
。

　

他
地
域
と
の
交
流
を
通
じ
て
文
化
の
交

流
、
産
業
の
振
興
及
び
経
済
の
発
展
を
め
ざ

し
、
豊
島
区
等
と
の
地
域
間
交
流
事
業
を
積

極
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

生
涯
学
習
を
推
進
す
る
た
め
指
導
者
養
成

講
座
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
文
化
セ
ン

タ
ー
、
公
民
館
、
図
書
館
等
各
施
設
で
開
催

す
る
各
種
事
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
図
書
館
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
推
進

す
る
た
め
図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
ま
す
。

　

郷
土
文
化
の
伝
承
及
び
後
継
者
育
成
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
市
内
各
地
域
に
あ
る
文

化
財
等
を
中
心
と
し
た
企
画
展
を
開
催
し
、

郷
土
の
歴
史
文
化
の
学
習
機
会
を
提
供
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
て

い
る
西
ノ
内
紙
の
原
料
生
産
か
ら
紙
漉
き
ま

で
の
工
程
を
映
像
記
録
す
る
西
ノ
内
紙
映
像

記
録
化
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

市
体
育
協
会
の
充
実
、
強
化
と
地
区
体
育

祭
へ
の
助
成
を
行
う
と
と
も
に
、「
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
楽
し
め
る
ス

ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
し
て
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
設
立
を
関
係
団
体
等
と
と
も
に
推
進

し
ま
す
。

　

市
民
プ
ー
ル
（
児
童
用
）、
家
和
楽
運
動
公

園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
美
和
運
動
公
園
夜
間
照

明
、
緒
川
総
合
運
動
公
園
等
の
整
備
を
行

い
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
、
推
進
を
図
り

ま
す
。

 

　

合
併
時
の
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
基
本

と
し
な
が
ら
、
ま
ち
の
将
来
像
や
取
組
み
を

体
系
的
に
整
理
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め

の
市
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

住
民
の
自
主
的
、
自
立
的
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
広
報
紙
等
に
よ
る
情
報

提
供
や
地
域
審
議
会
、
ま
ち
づ
く
り
講
座
等

を
開
催
し
、
住
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
適
切
な
連
携
体
制

を
構
築
し
、
一
層
の
住
民
参
加
を
推
進
し 

ま
す
。

　

ま
た
、
国
際
社
会
に
対
応
で
き
る
人
材
の

育
成
を
図
る
た
め
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
を

図
る
た
め
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
講
演
会
及
び
講

座
等
を
開
催
す
る
と
と
も
に
女
性
活
動
団
体

へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

個
性
と
文
化
を
育
む

ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

個
性
と
文
化
を
育
む
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り

〔
教
育
・
文
化
〕

主
な
施
策
・
事
業
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協
働
の
ま
ち
づ
く
り

〔
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
男
女
共
同
参
画
〕

主
な
施
策
・
事
業
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広報　常陸大宮　　　　平成１８年４月号５
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予算額（円）会　　　計　　　名
４６億７，９００万国民健康保険特別会計
４４億５，８００万事 業 勘 定
２億２，１００万診療施設勘定

４８億６，７３８万５千老人保健特別会計
６億８，７００万公共下水道事業特別会計
１，１１０万公営墓地特別会計

１１億３，４００万農業集落排水事業特別会計
２９億９，７００万介護保険特別会計
９億３，９００万簡易水道事業特別会計
９，３００万宅地造成事業特別会計

１億７，８００万戸別浄化槽整備事業特別会計
４０万那珂地方公平委員会特別会計

１億８，８００万温泉事業特別会計

１１億４，６４７万７千上水道事業（収益的支出、資本的支出の合計額）



広報　常陸大宮　　　　平成１８年４月号６

可
決
さ
れ
た
議
案

○
常
陸
大
宮
済
生
会
病
院
循
環
器
系
超
音
波
診

断
装
置
購
入

○（
仮
称
）県
北
西
部
地
域
中
核
病
院
建
築
工
事

請
負
変
更
契
約
の
締
結

○（
仮
称
）県
北
西
部
地
域
中
核
病
院
機
械
設
備

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

○（
仮
称
）県
北
西
部
地
域
中
核
病
院
電
気
工
事

請
負
変
更
契
約
の
締
結

可
決
さ
れ
た
議
案

○
美
和
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例

○
緒
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例

○
御
前
山
農
産
物
加
工
所
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
済
生
会
病
院
放
射
線
等
機
器
購
入

の
変
更

可
決
さ
れ
た
平
成　

年
度
予
算

18

○
一
般
会
計
予
算

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

○
老
人
保
健
特
別
会
計
予
算

○
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

○
公
営
墓
地
特
別
会
計
予
算

○
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

○
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

○
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

○
宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計
予
算

○
戸
別
浄
化
槽
整
備
事
業
特
別
会
計
予
算

○
那
珂
地
方
公
平
委
員
会
特
別
会
計
予
算

○
温
泉
事
業
特
別
会
計
予
算

○
上
水
道
事
業
会
計
予
算

制
定
さ
れ
た
条
例

○
常
陸
大
宮
市
豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た
ま
ち

づ
く
り
基
金
条
例

○
常
陸
大
宮
市
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び
常
陸

大
宮
市
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
条
例

○
常
陸
大
宮
市
国
民
保
護
協
議
会
条
例

○
常
陸
大
宮
市
環
境
基
本
条
例

一
部
改
正
さ
れ
た
条
例

○
常
陸
大
宮
市
部
設
置
条
例

○
常
陸
大
宮
市
監
査
委
員
条
例

○
常
陸
大
宮
市
職
員
定
数
条
例

○
常
陸
大
宮
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の 

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

○
山
方
町
、
美
和
村
、
緒
川
村
及
び
御
前
山
村

の
編
入
に
伴
う
常
陸
大
宮
市
常
陸
大
宮
市
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の
適
用
の
経
過
措
置
に

関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
医
療
福
祉
費
支
給
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
国
民
健
康
保
険
条
例

○
常
陸
大
宮
市
介
護
保
険
条
例

○
常
陸
大
宮
市
営
公
園
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
農
業
集
落
排
水
事
業
分
担
金
に

関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
土
地
開
発
事
業
の
適
正
化
に
関

す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
市
営
住
宅
条
例

○
常
陸
大
宮
市
上
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
山
方
ふ
る
さ
と
振
興
公
社

○
茨
城
み
ど
り
農
業
協
同
組
合

○
清
河
会

○
常
陸
大
宮
市
社
会
福
祉
協
議
会

○
ふ
る
さ
と
活
性
化
セ
ン
タ
ー
み
わ

○
那
珂
森
林
組
合

○
お
が
わ
地
域
振
興
株
式
会
社

○
ご
ぜ
ん
や
ま
振
興
公
社

○
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

○
東
野
区

可
決
さ
れ
た
そ
の
ほ
か
の
議
案

○
茨
城
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少

○
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
規
約
の
変
更

○
常
陸
大
宮
市
道
路
線
の
認
定

○
常
陸
大
宮
市
道
路
線
の
廃
止

○
常
陸
大
宮
市
道
路
線
の
変
更

可
決
さ
れ
た
平
成　

年
度
補
正
予
算

17

○
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

○
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

○
公
営
墓
地
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

○
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

○
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

○
宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

○
戸
別
浄
化
槽
整
備
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

○
温
泉
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

○
上
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

可
決
さ
れ
た
平
成　

年
度
補
正
予
算

18

○
一
般
会
計
（
第
１
号
）

同
意
さ
れ
た
人
事
案
件

○
監
査
委
員　

石
川
幸
太
郎
（
那
賀
）

議
員
提
出
に
よ
る
案
件

一
部
改
正
さ
れ
た
条
例

○
常
陸
大
宮
市
議
会
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例

意
見
書
の
提
出

○
医
師
確
保
と
地
域
医
療
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

○
森
林
及
び
林
業
に
関
す
る
施
策
の
充
実
並
び

に
財
源
確
保
を
求
め
る
意
見
書

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

第
１
・
第
２
回
臨
時
会
、
第
１
回
定

例
会
に
お
い
て
次
の
議
案
が
提
出
さ

れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成
平
成　

年年年年年年年年年年年年年年年年
第第第第第第第第第第第第第第第第
１１１１１１１１１１１１１１１１
回回回回回回回回回回回回回回回回
臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨
時時時時時時時時時時時時時時時時
会会会会会会会会会会会会会会会会

年
第
１
回
臨
時
会

1111111111111111888888888888888818

（
１
月　

日
）

３０

平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成
平
成　

年年年年年年年年年年年年年年年年
第第第第第第第第第第第第第第第第
２２２２２２２２２２２２２２２２
回回回回回回回回回回回回回回回回
臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨
時時時時時時時時時時時時時時時時
会会会会会会会会会会会会会会会会

年
第
２
回
臨
時
会

1111111111111111888888888888888818

（
２
月　

日
）

１５

平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成
平
成　

年年年年年年年年年年年年年年年年
第第第第第第第第第第第第第第第第
１１１１１１１１１１１１１１１１
回回回回回回回回回回回回回回回回
定定定定定定定定定定定定定定定定
例例例例例例例例例例例例例例例例
会会会会会会会会会会会会会会会会

年
第
１
回
定
例
会

1111111111111111888888888888888818

（
３
月
７
日
〜　

日
）

２４
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今
回
の
研
修
会
は
、
平
成　

年
１８

１
月
８
日
に
発
生
し
死
者
７
人
、
負

傷
者
３
人
を
出
し
た
長
崎
県
の
認
知

症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
や
す
ら

ぎ
の
里
さ
く
ら
館
」火
災
を
ふ
ま
え
て
、

管
内
の
福
祉
施
設
の
関
係
者
を
対
象
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
に
は　

事
業
所
か
ら　

人
が

１３

１９

参
加
し
、
消
防
本
部
予
防
課
職
員
か
ら

消
防
用
設
備
や
防
火
管
理
体
制
の
あ
り

方
な
ど
の
説
明
が
行
わ
れ
、
真
剣
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
受
講
さ
れ
た
方

は
、「
こ
の
火
災
を
自
分
た
ち
の
施
設

に
置
き
換
え
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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常
陸
大
宮
市
危
険
物
安
全
協
会
（
会
長
・
飯

田
正
男
）
は
、
３
月
７
日
に
会
員
を
対
象
に
危

険
物
実
務
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
担
当
職
員
か
ら
、

昨
年
４
月
施
行
の
「
地
下
タ
ン
ク
貯
蔵
所
の
技

術
上
の
基
準
に
関
す
る
事
項
」、
今
年
４
月
施

行
の「
給
油
取
扱
所
に
関
す
る
事
項
」等
の
法
令

改
正
点
を
説
明

し
、
そ
の
後
、

日
立
造
船
㈱
茨

城
発
電
所
（
所

長
・
上
野
斌
）

の
協
力
に
よ
り

発
電
設
備
を
視

察
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら

は
、「
危
険
物

施
設
の
安
全
管

理
を
徹
底
し
た

い
」
と
の
声
が

多
く
聞
か
れ
ま

し
た
。
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阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
倒
壊
し
た
建
物
や

家
具
な
ど
の
下
敷
き
に
な
っ
た
人
々
の
約　

％
７０

が
、
近
隣
の
人
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
救
助
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
被
害
を
最
小
限

に
食
い
止
め
る
た
め
に
は
地
域
が
一
致
団
結
す

る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
普
段
か
ら
協

力
体
制
を
整
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

小
野
区
防
災
会
（
会
長
・
宇
留
野
一
洋
）
で

救急風景

は
、
３
月
５
日
に
小
野
農
村
公
園
に
お
い
て

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
訓
練
は
、
地

域
住
民
約
１
０
０
人
が
参
加
。
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
の
地
震
が
発
生
し
た
と
の
想
定

で
各
地
区
か
ら
避
難
場
所
へ
の
避
難
、
火
災

発
生
に
よ
り
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
、
消
火
器
、
軽

可
搬
ポ
ン
プ
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
や
非
常

炊
き
出
し
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
対
外
式
除
細
動
器
）

の
使
用
講
習
及
び
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
等
に
つ
い
て
の
講
習
を
含
め
て
実
施
し
ま

し
た
。

�����������������	
�
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������������

�平成��年�月��月に埼玉県及び神奈川県において��ヤマトプロ

テック社製�のエアゾ�ル式簡易消火具が破裂するという事故が発生

しました�該当器具をお持ちの方は�製造事業者のホ�ムペ�ジで周

知されている廃棄方法に従い速やかに廃棄してください�

�エアゾ�ル式簡易消火具の取扱いの注意
�自動車内�ガスコンロの付近など高温になる場所�直射日光の当た

る場所や腐食しやすい著しく多湿である場所�または油脂�調味料�

洗剤等が付着腐食するおそれのある場所等には設置しないこと�

	不明な点は�消防本部予防課（�５４－０１９９）まで問い合わせください�

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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受講風景

参加会員の皆さん
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介
護
保
険
制
度
は
、
市
が
保
険
者
と
し

て
運
営
し
て
い
ま
す
。　

歳
以
上
の
す
べ

４０

て
の
市
民
の
方
が
被
保
険
者（
加
入
者
）と

な
っ
て
保
険
料
を
納
め
、
介
護
が
必
要
と

認
定
さ
れ
た
と
き
に
は
、
費
用
の
一
部（
原

則
と
し
て
１
割
）を
支
払
え
ば
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
る
、
支
え
合
い
の
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
平
成　

年
に
開
始
さ
れ
ま

１２

し
た
が
、
５
年
間
の
運
営
状
況
を
ふ
ま

え
、
今
後
の
高
齢
者
人
口
の
増
加
な
ど
に

対
応
す
る
た
め
の
大
幅
な
改
正
が
行
わ

れ
、
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
我
が
家
で
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
上
手

に
介
護
保
険
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

歳
以
上
（
第
１
号
被
保
険
者
）
の
人

６５
口
が
増
加
す
る
と
と
も
に
、
要
介
護
（
要

支
援
）
認
定
者
が
第
１
号
被
保
険
者
の
増

加
を
上
回
る
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
要
介
護
認
定
率
（
第
１
号
被
保

険
者
に
対
す
る
割
合
）
は　

・
６
％
で
県

１２

平
均
を
越
え
て
お
り
、
県
内
で
も
高
い
位

置
に
あ
り
ま
す
。
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要

介

護

５

要

介

護

４

要

介

護

３

要

介

護

２

新予防給付
要
支
援
２

（
旧
要
介
護
１

か
ら
細
分
化
）

要
支
援
１
（
旧
要
支
援
）

要
介
護
１

介 護 給 付

�問い合わせ先
　本庁介護高齢課　�（５２）１１１１

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

　

要
支
援
、
要
介
護
１
〜
５
だ
っ
た
区
分

が
、
要
支
援
１
・
２
、
要
介
護
１
〜
５
に

な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
要
介
護
１
に
相
当
す
る
場

合
は
、
認
知
症
や
疾
病
、
外
傷
の
程
度
な

ど
心
身
の
状
態
に
よ
っ
て
、
要
支
援
２
か

要
介
護
１
に
認
定
さ
れ
ま
す
。
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○
す
で
に
要
介
護
認
定
を
受
け
て

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方

は
、
現
在
の
要
介
護
認
定
を
更
新

す
る
際
に
、
新
し
い
制
度
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

　

新
し
い
制
度
で
要
支
援
１
・
２

の
認
定
を
受
け
た
方
は
、
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
者
と
な
り
ま

す
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
相
談
し

て
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。
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〜
制
度
の
安
定
し
た
運
営
の
た
め
に
〜
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在
宅
で
介
護
を
受
け
る
方
と
の

費
用
の
公
平
性
を
図
り
ま
す
。

○
介
護
保
険
施
設
（
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
等
）に
入
所（
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
を
含
む
）
し
て
い
る

方
の
居
住
費
用
や
食
費
を
自
己

負
担
に
（
所
得
の
低
い
方
へ
の
軽

減
措
置
有
）

○
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）、

通
所
リ
ハ
ビ
リ
を
利
用
す
る
方

の
食
費
を
自
己
負
担
に

施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
へ
の
給

付
を
見
直
し
ま
し
た

��
　

で
き
る
限
り
健
康
で
活
動
的
な

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
水
中
運
動
教
室
や
転
倒
骨
折

予
防
教
室
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
導

入
し
ま
す
。

介
護
予
防
事
業
が
始
ま
り
ま
す

　

第
１
号
保
険
料
（　

歳
以
上
）

６５

を
、
よ
り
低
所
得
者
に
配
慮
し
た

設
定
に
し
ま
す
。

保
険
料
設
定
が
変
わ
り
ま
す

��

��������	
��


��������	
 ��������	
��������	
��


介護予防事業

　要支援・要介護ではないが心身に
不安のある方を対象に、簡単な学習
や筋カトレーニングなどの事業を行
います。

主な事業

������

　プールでの水中歩行などを行
い、筋力を向上させます。（３カ
月コース）

利用料　３カ月で３，０００円

�������（生きがいと健康づくり）
　軽い運動やレクリエーション・
創作活動を行います。
（５月から翌年２月まで、月３回）
利用料　毎回５００円（昼食代）

��������

　つまずきやふらつき予防の運動
を習得します。（年６回連続）
利用料　無料

介護予防サービス（新予防給付）

　「本人ができることはできる限り
本人が行う」ことを基本に、自立し
た生活を継続できるよう、介護が必
要な状態にならないためのサービス
を実施します。

主なサービス

������（介護予防デイサービス）
　デイサービスセンターなどに
通って、運動することで筋力を向
上させたり、アドバイスを受けて
栄養状態の改善を図り、生活機能
を向上させます。

������（介護予防ホームヘルプ）
　自宅での生活の中でヘルパーの
助けを借りながら、本人ができる
ことは本人が行います。

��������

　自立を助けるための用具（手す
りやつえなど）を貸し出します。

利用料
　利用料のうち、通所介護、訪問介
護は月単位の定額制です。

介護サービス（介護給付）

　在宅や施設での介護サービスを行
います。

主なサービス

訪問介護（ホームヘルプ）
訪問入浴介護
訪問看護
訪問リハビリテーション
居宅療養管理指導
通所介護（デイサービス）
通所リハビリテーション
短期入所生活介護（ショートステイ）
短期入所療養介護
特定施設入居者生活介護（有料老
人ホームなど）
福祉用具貸与
福祉用具販売
住宅改修
利用料
　利用料は日数・回数・時間単位で
支払います。（用具の貸与・販売、住
宅改修を除く）
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こ
れ
ま
で
は
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
か

ら
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
心

身
状
態
を
維
持
・
改
善
し
、
介
護
が
必
要

な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
「
介
護

予
防
」
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

 

軽
度
の
要
介
護
状
態
に
な
る
原
因

下
半
身
の
筋
力
の
衰
え

栄
養
状
態
の
悪
化

閉
じ
こ
も
り

初
期
の
認
知
症
・
う
つ

　

こ
う
い
っ
た
原
因
で
軽
度
の
要
介
護
状

態
に
な
っ
た
方
の
多
く
は
、
生
活
の
中
で

あ
ま
り
活
勤
し
な
い
た
め
に
心
身
が
悪
化

す
る
状
態
（
老
年
症
候
群
）
で
あ
り
、
こ

の
ま
ま
だ
と
生
活
す
る
た
め
の
機
機
能
が

徐
々
に
低
下
し
て
い
き
ま
す
。

陥
り
が
ち
な
考
え
方

　

要
介
護
状
態
が
軽
度
の
方
へ
の
介
護

で
は
、「
何
で
も
し
て
あ
げ
る
こ
と
」
や

「
過
度
の
安
静
」
が
良
い
介
護
、
と
い
う

考
え
方
に
陥
り
が
ち
で
す
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
考
え
で
は
か
え
っ
て
本
人
の

能
力
が
発
揮
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

例・
車
い
す
を
不
適
切
に
使
用
し
た
た
め

次
第
に
歩
け
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

・
家
事
を
代
行
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
続
け
る
こ
と
で
、
家
事
を
す
る
能

力
が
次
第
に
低
下
し
、
や
が
て
自
分

で
は
何
も
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
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　保険料は、１８～２０年度の３年間に見込まれるサービス費用をも
とに算定します。
　保険料は、次のように３月の市議会定例会で決定されました。
　６５歳以上の方（第１号被保険者）の保険料を、所得の低い方に
配慮して７段階とします。

�����

��������	
��
���

　歳入のうち、介護保険料は５０％で、６５歳
以上の方の負担は、全体の１９％で、４０歳か
ら６４歳の第２号被保険者の方の負担は３１％
です。残りは税金で支えられています。

第３期介護保険料

所得段階区分　７段階（基準額　第４段階）
保険料
（月額）

円
保険
料率

生活保護の受給者、または世帯全員が市
民税非課税で老齢福祉年金の受給者

第１段階０．２５９００

世帯全員が市民税非課税で、本人の合計
所得金と年金収入の合計が８０万円以下

第２段階０．５０１，８００

世帯全員が市民税非課税で、第１段階・
第２段階以外

第３段階０．７５２，７００

本人が市民税非課税（世帯の誰かが市民
税課税）

第４段階１．００３，６００

本人が市民税課税で、合計所得金額２００
万円未満

第５段階１．２５４，５００

本人が市民税課税で、合計所得金額２００
万円以上５００万円未満

第６段階１．５０５，４００

本人が市民税課税で，合計所得金額５００
万円以上

第７段階１．７５６，３００

こ
れ
か
ら
の
考
え
方

　

軽
度
の
要
介
護
状
態
の
方

や
そ
れ
以
前
の
軽
い
段
階
の

方
が
、
心
身
の
状
態
を
維

持
・
改
善
し
、
よ
り
重
度
の

要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

に
合
っ
た
介
護
予
防
の
た
め

の
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
ま

す
。

例・
足
元
が
お
ぼ
つ
か
な
い
方

が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
参
加

し
、
１
人
で
外
出
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
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広報　常陸大宮　　　　平成１８年４月号１１

常陸大宮市介護保険事業計画・高齢者保健福祉計画が策定されました

常陸大宮市介護保険事業計画策定委員
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　第３期常陸大宮市介護保険事業計画・高齢者保健福祉
計画（案）が３月１日に委員会から市長に報告されました。
　本計画は、「支え合う安心のまちづくり」を目指し、高
齢者が要支援・要介護状態となることをできるだけ防止
するとともに、要支援・要介護状態になってもできるだ
け状態の悪化を防ぐ介護予防対策を強化し、一貫性・連
続性のある総合的な予防重視型の介護保険制度への転換
を図るため策定されました。

　

常
陸
大
宮
市
で
は
、
乳
幼
児
・
母
子
家
庭
・
父
子
家

庭
・
重
度
心
身
障
害
者
・
妊
産
婦
の
方
々
に
医
療
費
の
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
か
ら
少
子
化
対
策
の
一

環
と
し
て
小
学
生
の
入
院
費
に
限
り
、
次
の
と
お
り
支
給

が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

◇
新
た
に
常
陸
大
宮
市
独
自
に
支
給
年
齢
を
拡
大
し
ま
し
た
。

○
対
象　

入
院
に
限
り
、
小
学
校
入
学
か
ら
卒

業
ま
で

○
所
得
制
限　

あ
り
（
別
表
の
と
お
り
）

○
自
己
負
担

入
院
自
己
負
担　

１
日　

３
０
０
円

（
上
限：

月
３
、０
０
０
円
）

入
院
時
食
事
代　

１
日　

７
８
０
円

○
申
請
方
法

　

病
院
発
行
の
領
収
書
・
健
康
保
険
証
・

振
込
み
希
望
の
口
座
情
報
（
郵
便
局
は
除

く
）・
印
鑑
を
持
参
し
て
本
庁
医
療
保
険
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※
右
記
以
外
の
マ
ル
福
対
象
者
は
、
平
成　

年
１７

　

月
改
定
の
と
お
り
で
す
。

１１

 市役所本庁医療保険課 （�５２－１１１１）
 山方総合支所福祉健康課 （�５７－２１２１）
 美和総合支所福祉健康課 （�５８－２１１１）
 緒川総合支所福祉健康課 （�５６－２１２１）
 御前山総合支所福祉健康課 （�５５－２１１３）

お問い合わせ

マ
ル
福
制
度
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

マ
ル
福
制
度
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

マ
ル
福
制
度
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

※父母のどちらかの所得が制限額を超えている場合は該当
になりません

うち老人扶養親族または特定扶養親族
合計扶養親族数

３　人２　人１　人

３９３万円０人

４２９万円４２３万円１人

４６５万円４５９万円４５３万円２人

５０１万円４９５万円４８９万円４８３万円３人

５３１万円５２５万円５１９万円５１３万円４人

５６１万円５５５万円５４９万円５４３万円５人

平　成
１７年度

小
学
生
は
外
来
・
入
院
と
も
対
象
外

平 成１８
年度から

小
学
生
に
つ
い
て
も
、「
入
院
の
み
」マ
ル
福

対
象
（
一
部
自
己
負
担
あ
り
）

※
平
成　

年
４
月
診
療
分
か
ら
該
当

１８

�

別表



広報　常陸大宮　　　　平成１８年４月号１２

快
適
な
居
住
環
境
の
整
備
を
め
ざ
し
ま
す

　

市
で
は
、
公
共
水
域
の
水
質
保
全
、
快
適
な
居
住
環
境
を
整
備
す

る
た
め
、
公
共
下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事
業
、
浄
化
槽
整
備

事
業
に
よ
り
、
生
活
排
水
対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
公
共
下
水
道
の
事
業
認
可
面
積
は
２
３
７　

で
し
た

ha

が
、
新
た
に
１
０
３　

の
事
業
認
可
を
取
得
し
、
平
成　

年
度
の
完

ha

２３

成
を
目
指
し
て
、
計
画
的
に
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。



広報　常陸大宮　　　　平成１８年４月号１３

常陸大宮市の生活排水対策

農業集落排水事業
　農業集落排水施設は、農業振興地
域内の汚水を集め、一括処理する施
設です。市内には１０箇所の処理施設
があり、生活排水を処理して、排水
路等に処理水を排水しています。
工事状況　平成１８年度は、昨年度に

引き続き岩瀬地区（大宮
地域）、美和中部地区（美
和地域）、小瀬地区（緒川
地域）で管路工事を行い
ます。

公共下水道事業
　市の公共下水道事業は、那珂久慈
流域下水道に属し、日常生活で排出
される生活排水はひたちなか市の那
珂久慈浄化センターで処理され、処
理水は太平洋へ放流しています。
工事状況　平成１８年度は栄町、南町、

中富町、石沢で工事を実
施します。

浄化槽整備事業
　この事業には、山方地域、美和地
域、緒川地域で実施している戸別浄
化槽整備事業と、浄化槽を設置した
際に補助金を交付する浄化槽補助金
事業があります。
　戸別浄化槽整備事業は、受益者の
方から分担金を納入していただい
て、市が浄化槽工事を行い、使用開
始後、使用料を納めていただいて、
市が浄化槽の維持管理を行います。
　浄化槽補助金事業は、公共下水道
の認可区域でないこと、農業集落排
水事業の対象区域でないことなどの
要件がありますので、申請の際には
下水道課施設管理係まで、お問い合
わせ下さい。

　公共下水道や農業集落排水施設、浄化槽が整備されても公共ます等への接続
をしないと、生活排水は処理されません。
　供用開始となっている地区は、指定工事店に工事を依頼し、速やかに宅内排
水設備工事をお願いいたします。
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市
の
中
心
部
（
公
共
下
水
道
認
可
区

域：

右
下
図
参
照
）
の
汚
水
処
理
に
つ
い

て
は
、
９
市
町
村
で
構
成
す
る
「
那
珂
久

慈
流
域
下
水
道
」
に
加
入
し
、
広
域
的
に

汚
水
処
理
を
行
う
公
共
下
水
道
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
整
備
区
域
内
に
あ
る
家

庭
や
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
を
網

の
目
状
に
埋
設
し
た
下
水
道
管
で
下
村
田

に
あ
る
中
継
ポ
ン
プ
場
に
集
め
、
ひ
た
ち

な
か
港
近
く
の
那
珂
久
慈
浄
化
セ
ン
タ
ー

へ
送
水
し
て
、
汚
水
処
理
を
行
う
と
い
う

も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
市
内
に
は
汚
水

を
処
理
す
る
施
設
が
あ
り
ま
せ
ん
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

公
共
下
水
道
事
業
は
、
平
成
元
年
度
か

ら
整
備
を
進
め
て
き
て
お
り
、
計
画
の
見

直
し
を
行
い
な
が
ら
認
可
区
域
を
拡
大
し

て
き
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
水
郡
線
の
東
側
に
つ
い
て
は
、
平

成
４
年
度
か
ら
南

か
ら
北
方
向
に
面

整
備
を
進
め
、
平

成　

年
度
に
整
備

１７
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
公
共
下

水
道
事
業
に
よ
る

全
体
計
画
で
の
区

域
面
積
は
８
４
６

　

で
、
平
成　

年
度
末
の
整
備
面
積
は
２

ha

１６

０
７　

（　

・
５
％
）、
管
路
延
長　

㎞

ha

２４

３９

を
整
備
し
、
３
、７
２
２
人
の
方
々
が
公

共
下
水
道
を
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



新
た
に
取
得
し
た
１
０
３　

（
右
下
図：

ha

斜
線
部
分
）
の
認
可
区
域
（
抽
ヶ
台
町
、

上
町
、
中
富
町
、
南
町
、
栄
町
の
各
一
部
）

に
つ
い
て
は
、
年
次
計
画
に
基
づ
き
、

５
ヵ
年
で
整
備
を
進
め
る
計
画
で
す
。

　

平
成　

年
度
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
水
郡
線
と
国

１８

道
１
１
８
号
バ
イ
パ
ス
間
の
管
路
工
事
を

行
い
、
そ
の
後
バ
イ
パ
ス
か
ら
西
側
を
整

備
し
て
行
く
計
画
で
す
。

　

地
域
の
皆
様
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々

に
工
事
等
に
よ
り
ご
不
便
を
お
か
け
い
た

し
ま
す
が
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

認可区域取得状況（単位ha）

計認可面積年月（平成）
１０８１０８２年２月
１７７６９１０年３月
２３７６０１４年３月
３４０１０３１８年３月

下水道課事務所移転のご案内
　組織・機構改革に伴い、４月１日より
下水道課が、水道事務所に移転しまし
た。また、各総合支所に下水道係が配置
されていましたが、水道係と統合し上下
水道係となりました。
　なお、下水道課の住所、電話番号等は
次のとおりです。

上下水道部下水道課
　〒３１９－２１４５
　常陸大宮市宇留野３０３０
　　　�５３－７２５０　�５２－０２５６



広報　常陸大宮　　　　平成１８年４月号１４
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　茨城県においては、市町村の合併が進み平成１６年４月に８３あった市町村数は、
平成１８年４月には４４（３２市、１０町、２村）になりました。

合併期日合 併 し た 市 町 村 名新 市 町 名

Ｈ１６．１０．１６
大宮町、山方町、美和村、
緒川村、御前山村

常 陸 大 宮 市

Ｈ１６．１１．１日立市、十王町日 立 市

Ｈ１６．１２．１
常陸太田市、金砂郷町、
水府村、里美村

常 陸 太 田 市

Ｈ１７．１．２１那珂町、瓜連町那 珂 市
Ｈ１７．２．１水戸市、内原町水 戸 市
Ｈ１７．２．１常北町、桂村、七会村城 里 町
Ｈ１７．３．２２岩井市、猿島町板 東 市

Ｈ１７．３．２２
江戸崎町、新利根町、
桜川村、東町

稲 敷 市

Ｈ１７．３．２８
下館市、関城町、明野町、
協和町

筑 西 市

Ｈ１７．３．２８霞ヶ浦町、千代田町かすみがうら市
Ｈ１７．３．２８取手市、藤代町取 手 市

◆平成１６年度に合併した市町村

合併期日合併した市町村名新 市 名
Ｈ１７．８．１神栖町、波崎町神 栖 市
Ｈ１７．９．２麻生町、北浦町、玉造町行 方 市
Ｈ１７．９．１２古河市、総和町、三和町古 河 市
Ｈ１７．１０．１岩瀬町、真壁町、大和村桜 川 市
Ｈ１７．１０．１石岡市、八郷町石 岡 市
Ｈ１７．１０．１１旭村、鉾田町、大洋村鉾 田 市
Ｈ１８．１．１水海道市、石下町常 総 市
Ｈ１８．１．１下妻市、千代川村下 妻 市
Ｈ１８．２．２０土浦市、新治村土 浦 市
Ｈ１８．３．１９笠間市、友部町、岩間町笠 間 市
Ｈ１８．３．２７伊奈町、谷和原村つくばみらい市
Ｈ１８．３．２７小川町、美野里町、玉里村小 美 玉 市

◆平成１７年度に合併した市町村

◆平成に合併した市町村

合併期日合併期日合併した市町村名合併した市町村名新新 市 名市 名
Ｈ４．３．３水戸市、常澄村水 戸 市
Ｈ６．１１．１勝田市、那珂湊市ひたちなか市
Ｈ７．９．１鹿島町、大野村鹿 嶋 市
Ｈ１３．４．１潮来町、牛堀町潮 来 市
Ｈ１４．１１．１つくば市、茎崎町つ く ば 市



広報　常陸大宮　　　　平成１８年４月号１５

○
報
告
事
項

�
事
務
事
業
の
調
整
に
つ
い
て

　

調
整
方
針
に
基
づ
き
各
部
局
に
お

い
て
、　

年
度
に
事
業
内
容
が
統
一

１７

さ
れ
た
事
業
や　

年
度
か
ら
統
一
が

１８

予
定
さ
れ
て
い
る　

項
目
に
つ
い
て

２０

報
告
し
ま
し
た
。

�
地
域
別
の
建
設
事
業
等
に
つ
い
て

　
　

年
度
の
予
算
編
成
が
進
め
ら
れ

１８
て
い
る
中
、
山
方
、
美
和
、
緒
川
、

御
前
山
の
各
地
域
に
関
係
す
る
建
設

事
業
な
ど
の
主
要
事
業
に
つ
い
て
報

告
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
７
月
か
ら
建
設
が
進
め
ら
れ

１７

て
い
た
山
方
中
学
校
体
育
館
が
完
成
し
、

３
月　

日
、
来
賓
の
方
々
を
は
じ
め
、
山

２７

方
中
学
校
の
教
員
や
生
徒
な
ど
約
３
０
０

人
が
見
守
る
な
か
、
竣
工
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

新
し
い
体
育
館
は
、
豊
富
に
木
材
を
利

用
し
た
温
も
り
の
あ
る
室
内
で
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
公
式
競

技
用
と
し
て
利
用
で
き
る
広
さ
を
確
保

し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
は
も
と
よ
り
、

環
境
教
育
へ
の
ね
ら
い
か
ら
太
陽
光
発
電

設
備
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
開
放
体
育
館
と
し
て
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
や
更
衣

室
、
シ
ャ
ワ
ー
室
を
備
え
て
い
ま
す
。
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
拠
点
と
し
て
、
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

Ｊ
Ａ
茨
城
み
ど
り
か
ら
、　

年
度
に
入

１８

学
す
る
市
内
の
小
学
生
の
安
全
な
登
下
校

を
願
っ
て
、
黄
色
い
通
学
帽
が
寄
附
さ

れ
、
３
月
６
日
、
市
野
澤
理
事
長
か
ら
坂

本
教
育
長
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
新
１
年
生
は
３
９
９
人
。
こ

の
通
学
帽
を
か
ぶ
っ
て
元
気
に
通
学
し
、

楽
し
く
学
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
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第１回地域審議会 �
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

２
月　

日
２１

２
月　

日
２２

２
月　

日
２３

２
月　

日
２４

美
和
地
域

御
前
山
地
域

緒
川
地
域

山
方
地
域

美
和
総
合
支
所

御
前
山
総
合
支
所

緒
川
総
合
支
所

山
方
公
民
館

﹇
第
１
回
地
域
審
議
会
の
開
催
状
況
﹈

○
協
議
事
項

�
常
陸
大
宮
市
総
合
計
画
に
つ
い
て
（
諮
問
）

　

市
の
新
た
な
総
合
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、

市
長
よ
り
各
地
域
審
議
会
へ
諮
問
が
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
は
、
数

回
の
審
議
を
重
ね

た
の
ち
、
市
長
へ

答
申
さ
れ
る
見
込

み
で
す
。

第２回地域審議会

３
月　

日
１５

３
月　

日
１５

３
月　

日
１６

３
月　

日
１６

緒
川
地
域

御
前
山
地
域

山
方
地
域

美
和
地
域

緒
川
総
合
支
所

御
前
山
総
合
支
所

山
方
公
民
館

美
和
総
合
支
所

﹇
第
２
回
地
域
審
議
会
の
開
催
状
況
﹈

　

山
方
地
域
、
美
和
地
域
、
緒
川
地
域
、
御
前
山
地

域
に
お
い
て
、
地
域
審
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
会
で
は
、
事
務
事
業
の
調
整
状
況
及
び　

年
18

度
に
お
け
る
地
域
別
の
建
設
事
業
等
の
主
要
事
業
に

関
す
る
報
告
や
常
陸
大
宮
市
総
合
計
画
に
つ
い
て
協

議
さ
れ
た
の
ち
、
事
務
事
業
の
内
容
に
関
す
る
質
問

や
要
望
な
ど
、
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。



広報　常陸大宮　　　　平成１８年４月号１６

　

３
月　

日
、
御
前
山
地
域
の
い
い
こ
と

１１

い
っ
ぱ
い
体
験
隊
に
登
録
し
た
小
学
生　

人
３０

が
、
山
方
地
域
の
「
紙
の
さ
と
」
を
訪
問
し
、

漉
き
絵
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

和
紙
の
歴
史
や
そ
の
作
り
方
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
あ
と
、 
楮 
の
溶
液
を
使
っ
て
の

こ
う
ぞ

紙
漉
き
を
体
験
。漉
い
た
紙
の
上
に
楮
の
繊
維

を
溶
か
し
た
染
色
溶
液
を
載
せ
て
漉
き
絵
を

完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
初

め
て
体
験
す
る
漉

き
絵
体
験
に
戸
惑

い
な
が
ら
も
、
個

性
あ
ふ
れ
る
作
品

を
完
成
さ
せ
、
楽

し
い
１
日
を
過
ご

し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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木
村
定

子
さ
ん

（
鷹
巣
）

の
畑
で
里

芋
の
花
が

咲
い
た
と

の
情
報
を

い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

木
村
さ

ん
は
こ
れ
ま
で　

年
以
上
里
芋
を
育
て
て

１０

き
た
そ
う
で
す
が
、
花
を
つ
け
た
の
は
初

め
て
と
の
こ
と
で
、
周
り
で
も
聞
い
た
こ

と
が
な
く
、
近
所
の
方
も
驚
い
て
い
た
そ

う
で
す
。

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

��
�
�
�

（
３
/　

・　

西
部
総
合
公
園
体
育
館
）

１８

１９

　

第
２
回
を
迎
え
た
新
体
操

の
常
陸
大
宮
Ｃ
Ｕ
Ｐ
が
、
２

日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、

県
内
は
も
と
よ
り
南
関
東
及

び
東
北
地
方
か
ら
幼
児
・
小
・

中
学
生
・
高
校
生
な
ど
２
７

０
人
の
参
加
が
あ
り
、
す
ば

ら
し
い
演
技
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　

市
内
か
ら
も
常
陸
大
宮
女
子
新
体
操
ク

ラ
ブ
の
生
徒
が
競
技
に
参
加
し
た
ほ
か
、

演
技
の
発
表
を
行
い
大
き
な
声
援
を
う
け

ま
し
た
。

　

ま
た
、
矢
数
浩
市
長
よ
り
団
体
及
び
個

人
の
優
勝
者
に
市
長
賞
と
し
て
ト
ロ

フ
ィ
ー
と
賞
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

�����������������������������

　

こ
の
大
会
は
、
誰
で
も
・
い
つ
で
も
・
ど

こ
で
も
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
青
少
年

の
健
全
育
成
を
め
ざ
し
開
催
し
て
い
る
も
の

で
す
。

　

大
会
に
は　

人
が
参
加
し
、
各
部
門
と
も

７０

熱
戦
あ
り
笑
い
あ
り
、
心
地
良
い
汗
を
か
い

て
楽
し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
親
子

の
部
で
は
、
大
会
を
通
し
て
親
子
の
絆
が
深

ま
っ
た
よ
う
で
す
。

小
学
生
シ
ン
グ
ル
ス
の
部

①
皆
川
優
希
②
三
村
将
③
石
崎
里
奈
③
皆
川

優
穂

中
学
生
シ
ン
グ
ル
ス
の
部

①
石
崎
達
也
②
石
崎
剣

③
皆
川
大
地
③
清
水
ひ
と
み

中
学
生
ダ
ブ
ル
ス
の
部

①
石
崎
剣
・
石
崎
達
也
組

②
石
崎
里
沙
・
小
林
真
由
美
組

③
皆
川
大
地
・
疋
田
駿
組

③
廣
木
彩
佳
・
清
水
ひ
と
み
組

親
子
の
部

①
植
山
旬
・
英
男
組

②
皆
川
優
希
・
大
輔
組

③
皆
川
由
紀
・
善
明
組
③
西
野
雄
泰
・
夏
子
組

��������������
（３/５ 御前山トレーニングセンター）

●
広
報
協
力
員
レ
ポ
ー
ト
●

中
山
さ
ち
子
さ
ん

大
場
小
学
校
で
講
演
会

☆順不同・敬称略①優勝②準優勝③第３位

▲親子の部

中央細長い部分が花

　

３
月
５
日
、
大
場
小
Ｐ

Ｔ
Ａ
主
催
に
よ
り
、
児
童

文
学
作
家
の
宮
川
ひ
ろ
先

生
を
招
い
て
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
「
出
会
い
に
育
て
ら
れ

て
」
と
の
テ
ー
マ
で
、
戦

争
体
験
や
教
師
時
代
の
苦

労
話
な
ど
を
織
り
交
ぜ
な

が
ら
、
自
ら
の
人
生
を
板

の
間
と
前
か
け
に
例
え

て
、
板
の
間
が
原
稿
用
紙

で
、
書
く
こ
と
で
自
分
を

育
て
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、

前
か
け
は
紐
を
締
め
る
時

に
、
手
つ
ば
き
を
し
て
「
よ

し
や
る
ぞ
」
と
気
合
い
を
入

れ
る
こ
と
で
心
も
引
き
締
ま

る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

穏
や
か
な
口
調
の
語
り

で
、
学
校
、
保
護
者
、
地
域

な
ど
、
約　
 
人
の
参
加
者

50

は
、
温
か
な
雰
囲
気
に
包
ま

れ
な
が
ら
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
集
い
へ
の
参

加
が
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育

成
に
意
義
深
い
も
の
と
感
じ
ま

し
た
。
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　１１チームが参加し、予選リー
グ、決勝トーナメントを行い
「ogawaraCFC」が優勝しました。
寒空の下、どのチームもすばら
しい熱戦を繰り広げ、大会全体
が盛り上がりました。
優　勝　ogawaraCFC
準優勝　うすしおFC
第３位　ユニティー FC
　　　　アンフェア
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��
（
２
／　
　

西
部
総
合
公
園
体
育
館
）

１９

小
学
生
の
部

①
世
喜
剣
道
ク
ラ
ブ
Ａ

②
大
宮
正
念
剣
道
ク
ラ
ブ
Ａ

③
世
喜
剣
道
ク
ラ
ブ
Ｂ

③
上
野
剣
道
ク
ラ
ブ
Ａ

中
学
生
男
子
の
部

①
山
方
中

②
大
宮
中
Ａ

③
第
二
中
Ａ

③
大
宮
中
Ｂ

中
学
生
女
子
の
部

①
山
方
中

②
那
珂
一
中
Ａ

③
緒
川
中

③
大
宮
中

高
校
生
・
一
般
の
部

①
山
方
剣
道
連
盟
Ｂ

②
大
宮
尚
武
館
Ｂ

③
山
方
剣
道
連
盟
Ａ

③
大
宮
尚
武
館
Ａ

総
合
の
部

①
常
陸
大
宮
市

②
那
珂
市

��
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�
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（
３
／　
　

緒
川
中
学
校
体
育
館
）

２１

　

市
教
育
委
員
会
及
び
緒
川
事
務
所
の
主

催
に
よ
り
、
市
近
郊
の
中
学
校　

チ
ー
ム

１０

が
参
加
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
、
本
市
か
ら
参
加
し
た
御

前
山
中
学
校
が
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

①
桂
中
学
校
（
城
里
町
）

②
那
珂
第
四
中
学
校
（
那
珂
市
）

③
御
前
山
中
学
校
（
常
陸
大
宮
市
）

③
瓜
連
中
学
校
（
那
珂
市
）

��������	
���
����

�
中
学
生
の
部（
男
・
女
）

高
校
生
・
一
般
の
部
で

優
勝
し
た
皆
さ
ん

�
小
学
生
の
部
で
優
勝
し

た
世
喜
剣
道
ク
ラ
ブ
Ａ

の
皆
さ
ん

（３/１９　山方運動公園野球場）

▲３位となった御前山中学校チーム

（３/５　緒川やすらぎの里公園TBG場）

　市ターゲットバードゴルフ連盟（三村隆男会長）
主催により開催されました。
　当日は、３部門に３７人の参加があり熱戦が展開さ
れました。
＜一般・シニア男子＞ （グロス  HDCP  ネット）
優　勝　長山　　徹　　８６　　１８　　　６８
準優勝　瀬谷　利男　　７３　　１．２　　　７１．８
第３位　堀江　久雄　　９７　　２５　　　７２

＜ゴールドシニア男子＞
優　勝　石川　一郎　　１０７　　　３４．８　　７２．２
準優勝　三村　隆男　　８８　　　１２　　　７６
第３位　岡崎　　実　　１１０　　　３１　　　　７９

＜女子＞
優　勝　内田　マサ　　１２１　　　４２　　　　７９
準優勝　森戸　陽子　　１００　　　２１　　　　７９
第３位　古沢スガ子　　　８７　　　６　　　　８１



広報　常陸大宮　　　　平成１８年４月号１８

建

設

課　

課
長　

長
山　

高
美

都
市
整
備
課　

課
長　

佐
藤　

則
夫

商
工
観
光
課　

課
長　

山�
　

憲
昭

農

林

課　

課
長　

宇
留
野
孝
雄

介
護
高
齢
課　

課
長　

石
川　

昌
和

福

祉

課　

課
長　

堀
江　

久
雄

環

境

課　

課
長　

豊
田　

忠
久

税

務

課　

課
長　

岡
崎　

恒
之

市

民

課　

課
長　

堀
江　

克
己

情
報
政
策
課　

課
長　

田
沢　

廣
美

財

政

課　

課
長　

木
村　

則
義

企

画

課　

課
長　

藤
田　
　

茂

総

務

課　

課
長　

飯
島　

弘
道

庶
務
係　

議
事
係

議会

平成18年度　市役所の執行体制

市長　矢数　　浩

議
会
事
務
局

局
長　

小
林　

俊
雄

建
設
部

部
長　

高
林　

匠

保
健
福
祉
部

部
長　

佐
藤　

隆
男

市
民
部

部
長　

井
野
上　

猛

総
務
部

部
長　

金
田　
　

薫

次長　藤田　　茂
（兼企画課長）

次長　松本　　豊
（兼福祉事務所長）

福祉事務所

管
理
係　

道
路
河
川
係

都
市
計
画
係　

建
築
係

商
工
振
興
係　

観
光
振
興
係

企
業
誘
致
推
進
室　

企
業
誘
致
推
進
係

農
林
振
興
係　

農
林
整
備
係　

畜
産
係

市
営
牧
場

高
齢
者
福
祉
係　

介
護
保
険
係

社
会
福
祉
係　

保
護
係

子
育
て
支
援
室　

子
ど
も
福
祉
係

大
賀
保
育
所　

山
方
保
育
所　

美
和
保
育
所

お
お
み
や
広
域
聖
苑

環
境
政
策
係　

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

市
民
税
係　

資
産
税
係　

徴
収
係

市
民
生
活
係　

住
民
記
録
係

情
報
政
策
係　

広
報
統
計
係

財
政
係　

契
約
検
査
係　

管
財
係

企
画
調
整
係　

男
女
共
同
参
画
係　

合
併
管
理
係　

都
市
交
流
係

秘
書
広
聴
室　

秘
書
広
聴
係

庶
務
係　

職
員
係　

文
書
法
制
係

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
開
催
推
進
室　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
開
催
推
進
係

助役　三次真一郎　内田　善博

次

長　

海
老
根
一
雄

健
康
推
進
課　

課
長　

助
川　

保
男

（
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

健
康
推
進
係　

保
健
予
防
係

医
療
保
険
課　

課
長　

横
山　
　

治

（
兼
病
院
建
設
室
長
）

医
療
係　

保
険
係

中
核
病
院
建
設
室　

病
院
建
設
係

国
保
美
和
診
療
所　

国
保
緒
川
歯
科
診
療
所

経
済
部

部
長　

宇
留
野
治
男

広報　常陸大宮　　　　平成１８年４月号１９

建

設

課　

課
長　

鈴
木　

光
雄

市

民

課　

課
長　

和
知　
　

稔

建

設

課　

課
長　

長
山　

勝
善

経

済

課　

課
長　

鹿
島　
　

章

福
祉
健
康
課　

課
長　

柏　
　

一
夫

市

民

課　

課
長　

大
津　

國
夫

建

設

課　

課
長　

鹿
島　

幹
雄

市

民

課　

課
長　

石�
　

勝
一

下
水
道
課　

課
長　

寺
門　

信
義

水

道

課　

課
長　

菊
池　

久
美

建

設

課　

課
長　

小
室　

隆
夫

経

済

課　

課
長　

木
村　
　

博

福
祉
健
康
課　

課
長　

長
岡　

宏
守

市

民

課　

課
長　

瀧　
　

俊
満

庶
務
係　

出
納
税
務
係　

住
民
係

福
祉
係　

健
康
推
進
係

農
林
商
工
係

土
木
建
築
係　

上
下
水
道
係

土
木
建
築
係　

上
下
水
道
係

庶
務
係　

出
納
税
務
係　

住
民
係

庶
務
係　

出
納
税
務
係　

住
民
係

庶
務
第
一
係　

業
務
第
一
係　

施
設
係
（
上
水
道
）

庶
務
第
二
係　

業
務
第
二
係
（
簡
易
水
道
）

庶
務
係　

公
共
下
水
道
係　

集
落
排
水
係　

施
設
管
理
係

土
木
建
築
係　

上
下
水
道
係

土
木
建
築
係　

上
下
水
道
係

農
林
商
工
係

福
祉
係　

健
康
推
進
係

庶
務
係　

出
納
税
務
係　

住
民
係

御
前
山
総
合
支
所

支
所
長　

會
澤　
　

勲

緒
川
総
合
支
所

支
所
長　

高
村　

和
一

美
和
総
合
支
所

支
所
長　

矢
板　

一
義

山
方
総
合
支
所

支
所
長　

永
井　

福
二

上
下
水
道
部

部
長　

諸
澤
好
一
郎

新たに設置された部署及び係

収入役
前田　尚利

会計課
課　長　黒澤　　豊

経

済

課　

課
長　

三
次　

重
雄

農
林
商
工
係

福
祉
健
康
課　

課
長　

神
長　

久
栄

福
祉
係　

健
康
推
進
係

経

済

課　

課
長　

桐
原　

洋
一

農
林
商
工
係

福
祉
健
康
課　

課
長　

河
野　

種
美

福
祉
係　

健
康
推
進
係
（
緒
川
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

会 計 課 山 方 分 室

会 計 課 美 和 分 室

会 計 課 緒 川 分 室

会 計 課 御前山分室

総
合
支
所

市
民
課
兼
務

収入係 支出係
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行政委員会

東
消
防
署　

署
長　

宇
留
野　

正

予

防

課　

課
長　

砂
川　

一
男

警

防

課　

課
長　

堀
江　

四
郎

総

務

課　

課
長　

金
子　

一
行

庶
務
係　

警
防
係　

予
防
係　

救
急
係　

通
信
係

予
防
係　

指
導
係　

危
険
物
係

警
防
係　

救
急
救
助
係　

通
信
指
令
室

庶
務
係　

経
理
係　

地
域
消
防
係

西
消
防
署　

署
長　

相
沢　

武
夫

庶
務
係　

警
防
係　

予
防
係　

救
急
係

事務局併任選 挙 管 理 委 員 会

消 防 本 部

事務局併任

事務局併任

国定資産評価審査委員会

公 平 委 員 会

消
防
長　

鈴
木　
　

實

農業委員会

農
業
委
員
会
事
務
局

局
長　

宇
留
野
治
男

次
長　

浅
川　
　

明

農
地
農
政
係

御
前
山
総
合
支
所
窓
口

緒
川
総
合
支
所
窓
口

美
和
総
合
支
所
窓
口

山
方
総
合
支
所
窓
口

総合支所
経済課兼務

監査委員

監
査
委
員
事
務
局　

局
長　

飯
島　

弘
道

監
査
係

生
涯
学
習
課　

課
長　

大
武　

哲
雄

社
会
教
育
係　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係　

体
育
施
設
管
理
係

総
務
係　

施
設
係　

学
務
係

指
導
室　

給
食
セ
ン
タ
ー　

幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校

大
宮
公
民
館　

文
化
セ
ン
タ
ー　

図
書
情
報
館　

歴
史
民
俗
資
料
館

山
方
事
務
所　

所
長　

大
賀　

孝
三

生
涯
学
習
係

公
民
館

美
和
事
務
所　

所
長　

内
田　

義
則

生
涯
学
習
係

公
民
館

緒
川
事
務
所　

所
長　

鈴
木　

敏
永

生
涯
学
習
係

公
民
館

御
前
山
事
務
所　

所
長　

会
沢　
　

薫

生
涯
学
習
係

公
民
館

学
校
教
育
課　

課
長　

柏　
　

保
一

教育委員会
教育長　坂本　忠夫

教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
次
長　

菊
池　

正
男
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市
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
り
、
周
囲
は
５
つ
の
ゴ

ル
フ
場
に
囲
ま
れ
て
山
林
が
多
い
環
境
で
す
。

　

こ
の
地
域
の
特
色
は
、
現
存
す
る
も
の
で

日
本
最
古
と
言
わ
れ
る
組
み
立
て
式
回
り
舞

台
で
、
県
の
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

西
塩
子
地
区

を
中
心
に
半
世

紀
ぶ
り
に
組
み

立
て
ら
れ
、
平

成　

年
度
に
は

１６
Ｎ
Ｈ
Ｋ
制
作
の

『
全
国
ふ
る
さ

と
歌
舞
伎
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
』

に
出
演
し
、

「
ふ
る
さ
と
イ

ベ
ン
ト
大
賞
」

を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

現
在
塩
田
小
で
は
、
小
規
模
校
の
た
め
に

交
友
関
係
が
限
ら
れ
て
し
ま
い
、
な
か
な
か

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
育
っ
て
い
か

な
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

平
成　

、　

年
度
の
市
教
育
研
究
会
の
指
定

１７

１８

も
あ
り
、
国
語
科
の
授
業
を
中
心
に
校
内
研

究
を
進
め
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　　

西
塩
子
の
回
り
舞
台
で
の
子
ど
も
歌
舞
伎

と
い
う
伝
統
文
化
を
、
総
合
的
な
学
習
の
時

間
を
通
し
て
継
承
す
る
活
動
を
進
め
て
い
ま

す
。
現
在
、
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
の
指
導

の
も
と
豊
か
な
表
現
力
を
育
て
よ
う
と
熱
心

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
歌
舞
伎
独
自
の
発
声

法
や
表
現
豊
か
な
言
い
回
し
の
体
験
は
、
子

ど
も
一
人
ひ
と
り
に
、
こ
と
ば
の
豊
か
さ
を

味
あ
わ
せ
、
自
ら
豊
か
に
表
現
す
る
力
を
養

う
た
め
の
良
い
教
材
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
歌
舞
伎
の
学
習
を
通
じ
て
感
受
性

を
働
か
せ
、
情
感
を
込
め
、
自
信
を
持
っ
て

表
現
す
る
力
を
育
て
る
指
導
法
の
研
究
も
進

め
て
い
ま
す
。

①
生
活
日
記
・
生
活
詩
の
創
作
活
動

　

行
事
や
イ
ベ
ン
ト
中
心
の
も
の
で
な
く
、

児
童
の
日
常
生
活
の
中
で
の
一
場
面
、
特
定

の
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
を
く
り
抜
い
て
日
記
や
詩

に
す
る
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
全
員
分
の
詩
は
毎
月
掲
示
板
に
展
示

し
、
優
秀
作
品
は
全
校
朝
会
で
表
彰
・
発
表

し
た
り
、
お
昼
の
放
送
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
応
募
も
積
極
的

に
行
い
、
児
童
に
対
し
て
詩
作
へ
の
意
欲
と

自
信
の
高
揚
を
図
っ
て
お
り
、
新
聞
等
に
掲

載
さ
れ
た
児
童
の
作
品
は
学
校
だ
よ
り
な
ど

で
地
域
住
民
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

②
読
書
環
境
の
整
備
と
読
書
活
動
の
工
夫

　

朝
の
読
書
の
時
間
（
週
１
回
、　

分
間
）

１５

を
確
保
し
、
毎
月
１
回
程
度
（
月
末
）
読
書

集
会
を
全
校
で
開
い
て
読
書
に
対
す
る
意
欲

付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
を

中
心
に
本
の
紹
介
活
動
を
し
た
り
、
た
く
さ

ん
本
を
読
ん
で
い
る
友
だ
ち
の
紹
介
を
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
期
に
２
度
ほ
ど 
読 
書
へ
の
ア
ニ
マ

※

シ
オ
ン
を
実
施
し
、
低
・
高
学
年
に
分
か
れ
て

読
書
の
楽
し
さ
、
お
も
し
ろ
さ
を
そ
れ
ぞ
れ
の

児
童
が
共
有
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

※
ス
ペ
イ
ン
の
モ
ン
セ
ラ
・
サ
ル
ト
氏
の
考
案
し
た

読
書
教
育
法

　

今
後
は
、
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

協
力
し
て
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
活
動
や
、
朗

読
劇
や
群
読
、ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト（
本
・

朗
読
・
音
楽
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
を
計

画
し
、
読
書
を
通
じ
て
読
解
力
、
表
現
力
の

向
上
を
め
ざ
そ
う
と
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

（北塩子1721　�53－1932）

子ども歌舞伎

校 訓

� � � �

� � � �

� � � � �

伝
統
芸
能「
歌
舞
伎
」を
生
か
し
た
表
現
活
動

自
然
の
中
で

豊
か
な
表
現
力
を
向
上
さ
せ
よ
う

詩の授業

読書アニマシオン
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山
方
地
域
に
は
江
戸
時
代
か
ら
庶
民
の
信

仰
を
集
め
る
陰
陽
山
が
あ
り
、
現
在
は
森
林

公
園
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
山

頂
に
祀
ら
れ
て
い
る
陰
陽
神
社
は
縁
結
び
の

神
様
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
��
�

　

幕
末
に
ま
と
め
ら
れ
た
記
録
に
よ
れ
ば
、

寛
文
元
（
一
六
六
一
）
年
、
光
圀
が
領
内
の

巡
視
の
際
、
一
里
（
約
四
㎞
）
南
の
上
大
賀

村
（
市
内
上
大
賀
）
か
ら
山
頂
の
二
つ
の
巨

岩
「
夫
婦
岩
」
を
望
み
、
そ
の
眺
め
に
感
動

し
て
神
社
の
創
建
を
思
い
立
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
山
は
も
と
も
と
小
口
家
の

持
ち
山
で
氏
神
を
祀
っ
て
い
た
た
め
、
小
口

氏
に
は
代
替
地
と
し
て
山
林
が
与
え
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
三
十
年
後
の
元
禄
三
年
に
再
び

光
圀
は
こ
の
地
を
訪
れ
、
そ
の
際
「
夫
婦

岩
」を「
陰
陽
石
」と
改
め
、ま
た
神
社
の
縁

起
を
作
り「
陰
陽
神
社
」と
し
て
再
興
し
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
初
期
ま
で
は
二
年
お
き
に
祭
礼
が

行
わ
れ
、「 
浜  
降 
り
」
と
い
っ
て
、
神
輿

は
ま 

お

に
乗
せ
た
御
神
体
を
神
奉
地
河
原
（
市
内

山
方
）
に
渡
御
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
氏
子

と
な
っ
て
い
る
地
区
で
は
そ
れ
ぞ
れ
、
風

流
物
と
呼
ば
れ
る
山
車
を
出
す
地
区
、
踊

り
屋
台
を
出
す
地
区
、
花
火
を
打
ち
上
げ

る
地
区
な
ど
受
け
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。

火
消
し
行
列
と
そ
れ
を
率
い
る
殿
様
は
野

上
地
区
と
和
田
・
大
久
保
地
区
が
交
代
で

出
す
こ
と
に
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
昭
和

初
期
に
使
用
さ
れ
た
殿
様
装
束
は
現
在
で

も
二
着
残
さ
れ
て
お
り
、
歴
史
民
俗
資
料

館
山
方
館
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
そ
の
祭
礼
は
昭

和
十
二
年
を
最
後
に
途
絶
え
て
し
ま
っ
て

い
ま
す
。

�
�
�
�
��
��	

�

　

実
際
に
陰
陽
山
森
林
公
園
か
ら
山
頂
ま

で
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
参
道
の
石
段
を

登
り
一
つ
目
の
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
、
そ
の

奥
か
ら
は
杉
の
木
な
ど
が
生
い
茂
る
御
神

域
の
森
が
広
が
り
ま
す
。

　

陰
陽
神
社
本
殿
へ
続
く
石
段
の
手
前
に

も
鳥
居
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
簡
素
な
石
造

り
の
鳥
居
に
掛
か
る
「
陰
陽
山
」
と
い
う

小
ぶ
り
の
扁
額
は
、
光
圀
の
字
を
彫
っ
た

も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
独
特
な
字
体

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
目
を
こ
ら
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
石
段
を
登
る
と
「 
幣  
殿 
」
に
辿
り

へ
い 
で
ん

つ
き
ま
す
。
こ
の
石
鳥
居
と
幣
殿
は
、
昭

和
二
年
に
山
方
村
初
老
会
が
再
建
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
石
碑
か
ら
わ
か
り
ま

す
。
幣
殿
を
過
ぎ
る
と
も
う
す
ぐ
山
頂
で

す
。
山
頂
の
標
高
は
二
一
六
メ
ー
ト
ル

で
、
ふ
も
と
か
ら
十
分
ほ
ど
で
た
ど
り
着

き
ま
す
。

　

光
圀
が
は
る
か
遠
く

か
ら
望
ん
だ
と
い
う
陽

石
・
陰
石
は
お
よ
そ
十

メ
ー
ト
ル
の
高
さ
を
誇

り
ま
す
。
そ
し
て
こ
の

巨
岩
の
ふ
も
と
に
陰
陽

神
社
の
本
殿
が
あ
り
ま

す
。
現
在
は
彩
色
も
落

ち
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
社
殿
の
彫
り
物
は

緻
密
な
手
の
込
ん
だ
も

の
で
す
。
山
頂
か
ら
の

眺
め
は
す
ば
ら
し
く
、
光
圀
の
見
出
す
以

前
か
ら
人
々
の
信
仰
を
集
め
て
い
た
と
思

わ
れ
る
威
容
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

（
歴
史
民
俗
資
料
館
）

���������
いん よう さん

▲

昭
和
７
年
の
祭
礼
に
お
い
て
野
上
の
鹿
島
貞
氏
が
着
用
し
た
殿
様
装
束

　
（
歴
史
民
俗
資
料
館
山
方
館
蔵
）

▲光圀筆の扁額のかかる石鳥居 ▲陰陽神社本殿。狛犬は高麗系の珍しい形をしています
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　現在、日本人の約20％が花粉症といわれ、また最近で
は次第に低年齢化しており、年々患者が増加しているの
が現状です。
　もはや国民病といわれている花粉症ですが、積極的に
自分でできることに取り組んで症状を緩和し、つらい
シーズンを乗り切りましょう。

　典型的な症状として目のかゆみ、涙が止まらない、くしゃみ、鼻水、鼻が詰ま
るなど、多くの症状は目や鼻に現れます。その他、外気にさらされている顔や
首、目のまわりや耳の中がかゆくなったり、肌が荒れたりすることもあります。

������������������������

■花粉症の症状

　日本人の８割はスギ花粉が原因といわれていますが、他には４月から５月には
ヒノキがあり、６月から８月にはカモガヤなどのイネ科の植物、８月から10月は
ブタクサなどのキク科の植物と、一年中花粉が飛んでいます。

■花粉症を引き起こす植物

■花粉症をコントロールする方法

○花粉情報をチェック
テレビやインターネット等で気象情報・花粉情報を入手しましょう。

○晴れた日などは外出を控えめに
晴れた日など花粉の飛散の多い時や、１日のうち飛散の多い時間帯（午後１時から３時頃）の外出は
なるべく控えましょう。

○ドア・窓を閉める
飛散の多い時は、窓や戸を閉めておきましょう。

○洗濯物・布団にも注意
外に干した洗濯物や布団は花粉をよく落としましょう。

○掃除はこまめに
室内にも花粉は侵入しています。ソファやカーテンも忘れずに。

○外出時は完全防備で
帽子・マスク・眼鏡を身につけて、コートなどもツルツルした素材を選びましょう。

○ストレスを避け、十分な睡眠をとる
過労や精神的ストレスは、花粉症の症状を悪化させることになります。

○酒やタバコ、刺激の強い香辛料は控えて
花粉症の症状を悪化させることになります。

○玄関前で花粉をシャットアウト
衣服や髪に付いた花粉を取り払ってから家に入りましょう。

○外出後は、うがい・手洗い・洗顔をする
体に付いた花粉をきちんと洗い流しましょう。
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�休日・祝日の当番医　　4/16～5/28
電話番号病院名（所在地）日付

（52）0547
0287（83）2021
0285（63）0036

岡崎外科医院（上町）
阿久津クリニック（栃･那須烏山市）
大兼医院（栃・茂木町）

16

（53）2115
0287（83）1166
0285（63）5131

丹治医院（東富町）
金井医院（栃･那須烏山市）
桜井内科（栃・茂木町）

23

（52）0302
0287（82）2739
0285（63）1151

大曽根内科小児科（栄町）
烏山台病院（栃･那須烏山市）
茂木中央病院（栃・茂木町）

29

（53）2282
0287（88）2136
0285（64）1122

高瀬医院（宇留野）
熊田診療所（栃・那須烏山市）
もてぎの森「メディカルプラザ」

（栃・茂木町）

30

（52）3181
0287（83）2250
0285（63）2303

上久保医院（東富町）
近藤クリニック（栃・那須烏山市）
吉永医院（栃・茂木町）

5/3

（54）7777
0287（84）1616
0285（63）0320

一貫堂クリニック（下町）
佐野医院（栃・那須烏山市）
今井医院（栃・茂木町）

4

（52）0302
0287（88）2055
0285（63）0036

大曽根内科小児科（栄町）
塩谷医院（栃･那須烏山市）
大兼医院（栃・茂木町）

5

（52）0116
0287（82）3803
0285（63）5131

小泉医院（上町）
高野医院（栃・那須烏山市）
桜井内科（栃・茂木町）

7

（53）1111
0287（82）2544
0285（63）1151

志村大宮病院（上町）
滝田内科医院（栃･那須烏山市）
茂木中央病院（栃・茂木町）

14

（52）0547
0287（82）2175
0285（64）1122

岡崎外科医院（上町）
滝童内医院（栃･那須烏山市）
もてぎの森「メディカルプラザ」

（栃・茂木町）

21

（53）2115
0287（82）2781
0285（63）2303

丹治医院（東富町）
七合診療所（栃・那須烏山市）
吉永医院（栃・茂木町）

28

※チケット販売は、ロゼホールのほか９ヵ所で行っています。
　ただし、電話予約はロゼホールのみとなりますのでご注意ください。
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※市内の医療機関の診療時間は午前９時から午後３時までです。県外の
医療機関については個別にお問い合わせください。
※当番医のやむを得ない都合により休診または、時間変更となることが
ありますので、電話で確認してからお出かけください。
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古紙配合率����再生紙を使用しています

常陸大宮市の人口（３月１日現在・推計常住者）

総人口４７，６４９人（男２３，２１６人、女２４，４３３人）
世帯数１６，０４４世帯

●病院ホームページもご覧ください。
アドレス http://www.ho-saisei.jp
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　３月25日、おがわふれあいの森に集まった豊島区の皆さんが、のこぎりやか
まを片手に汗を流しました。
　昨年から本格的に始まった豊島区との交流。11月に同森内に桜の木や水芭
蕉を植え交流を実施しましたが、今回は「木こり隊ツアー」として、森林組合
や緒川グリーン協議会、緒川フォレスト、みどりの少年団の協力のもと、間伐
や下草刈りを実施しました。
　豊島区の水島助役をはじめ39人の豊島区民が参加し、汗ばむほどの陽気の
中、チェーンソーやのこぎり、かまなどを使って木を倒したり、枝を切るなど
森の中を整備しました。中には作業中見つけた植物をお土産にする姿も見ら
れ、普段はなかなか味わえない作業を楽しそうに進めていました。
　また、その後はやすらぎの里公園に移動し、山野草の寄せ植えや散策、お風
呂などで思い思いに過ごし、かざぐるまでお土産を買うなど、ツアーの１日を
満喫していたようです。
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　御前山地域では、国や県に比べて心臓病や脳卒中による死亡
者や、その下地となりやすい『高血圧症』で治療が必要な方が
多くみられることから、４年前から『高血圧予防対策』を重点
事業として取り組んでおり、１年間の活動のまとめとして、毎
年この集いが開かれています。今年は３月４日、御前山市民セ
ンターにおいて開催され、約１５０名の方が参加しました。
　集いでは、模範となる健康づくりを実践している６人の方が
元気アップ賞を受賞。また、教室参加によりウォーキングの習
慣化と地域の子供たちの安全を守る活動に広がったという体験
発表や、教室受講生による音楽に合わせたリズムストレッチン
グ、小児生活習慣病予防寸劇の発表がありました。
　その後、御前山診療所三塚繁先生を招いて「生活習慣病の予
防について～高血圧を中心として～」と題した講演があり、高
血圧予防の必要性と具体的な予防について丁寧にご指導いただ
きました。
　また、食生活改善推進員が
作った減塩・ヘルシーメ
ニューが手渡されました。
　今後も、楽しく無理なく健
康づくりを実践し、高血圧を
予防していきましょう。

　３月４日、「三太の湯」を
スタートに、休場展望台を
経由して「三太の湯」まで
戻るコース、約６㎞を歩き
ました。
　教育委員会山方事務所と
山方地域体育協会により開
催されたもので、お年寄り
から子どもまで約60人が
参加しました。
　参加した皆さんは、澄み
切った青空のもと、野山の
自然に触れながらハイキン
グを楽しみました。 ▲初めてチェンソーに挑戦！ ▲作業した後のお昼は最高�
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